
（別紙３）

～ 2026年2月28日

（対象者数） 47名 （回答者数） 23名

～ 2026年2月28日

（対象者数） 9名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

振り返りシートの記入内容を充実させることで、活動の中で

得た気づきや学びを整理し、次の行動につなげられるよう支

援の質の向上を図る。

2

体験後の振り返りの時間をより充実させ、達成できた点や今

後の課題を整理する機会を設けることで、経験を次の成長に

つなげる支援を強化する。

3

利用状況に応じて見守りの段階を調整し、最終的には一人で

の通所が可能となるよう支援を進める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

運転可能な職員の確保を図るとともに、送迎範囲や運用方法

の見直しを検討する。

2

業務内容の見直しによる効率化を図るとともに、研修機会の

充実を進める。あわせて、ベテラン職員と新人職員の情報共

有を促進するため、定期的なミーティングの充実を図り、職

員の資質向上につなげる。

3

職員間で一日の流れを明確に共有し、統一した支援を行う。

また、来所時にその日の流れを児童へ伝えることで、見通し

を持って活動できるよう支援する。

送迎に要する時間が長くなる傾向がある。 送迎を担当できる職員が限られていることが一因と考えられ

る。

人員体制および経験面において、さらなる充実が望まれる。 配置基準は満たしているものの、経験の浅い職員が多い時間帯

等において対応に難しさが生じる場合がある。また、研修機会

が十分とはいえない状況がある。

活動と自由時間の切り替えについて、より明確化が望まれる。 一日の流れが児童にとって分かりにくい場面があることが要因

として考えられる。

就業体験の機会を通じて、実際の職業に触れることができる点

が強みである。体験を通して働くことへの理解を深め、将来に

向けた具体的な目標設定につなげることができる。

就業体験前に、体験内容や役割を事前に学ぶ機会を設けること

で、児童が安心して取り組めるよう支援している。また、体験

の目的を明確にすることで、学びの意識づけを行っている。

公共交通機関を活用した自立通所支援を実施しており、将来的

な自立に向けた実践的な経験を積むことができる。

公共交通機関の利用方法に加え、公共の場でのルールやマナー

を学べるよう支援している。また、習熟度に応じて見守りを行

い、成功体験につながるよう配慮している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

日常生活や社会生活に必要な知識・スキルを、体系的なプログ

ラムを通して段階的に習得できる点が強みである。多様な活動

を取り入れることで、幅広い経験を積む機会を提供している。

一般プログラムおよび各種活動について、内容が偏らないよう

毎月見直しを行い、児童の興味関心や発達段階に応じたプログ

ラム構成となるよう工夫している。

○事業所名 放課後等デイサービスone step

○保護者評価実施期間
2026年2月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年2月1日

事業所における自己評価総括表公表


